
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でんどうしゃの せいかつを おくろう めいろ 
月曜日 

スポルジョン牧師
ぼ く し

は「私
わたし

は私
わたし

の有益
ゆうえき

のために伝道
でんどう

したい。遠
とお

い将来
しょうらい

、天国
てんごく

に行
い

ったとき、私
わたし

が伝道
でんどう

して天国
てんごく

に行
い

った人々
ひとびと

が、私
わたし

を喜
よろこ

んで歓迎
かんげい

するこ

とを考
かんが

えれば、私
わたし

はいまも喜
よろこ

びで伝道
でんどう

をするしかない」と話
はな

しました。伝
でん

道
どう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

のために 3つのことを覚
おぼ

えましょう。 

最初
さいしょ

に、変
か

わってはいけません。ただイエス様
さま

だけがキリストという福音
ふくいん

を

握
にぎ

って進
すす

みましょう。イスラエル民族
みんぞく

がこの事実
じ じ つ

をのがしたので、災
わざわ

いに会
あ

い、多
おお

くの戦争
せんそう

が起
お

きました。二
ふた

つ目
め

、変
か

わらなければならないことがありま

す。イエス・キリストの中
なか

で、私
わたし

は死
し

んで、ただキリストだけが私
わたし

の主人
しゅじん

に

ならなければなりません。毎日
まいにち

、新
あたら

しい恵
めぐ

みを受
う

けて、深
ふか

い祈
いの

りの中
なか

に入
はい

る

とき、世界
せ か い

を動
うご

かすことができます。三
みっ

つ目
め

、必
かなら

ずしなければならないこと

があります。祈
いの

りの力
ちから

を持
も

つことです。イエス・キリストだけが人類
じんるい

と個人
こ じ ん

問題
もんだい

を解決
かいけつ

することができます。どんな場合
ば あ い

にも揺
ゆ

れない祈
いの

りの力
ちから

を持
も

ちま

しょう。 
2013.12.21（核心訓練メッセージ） 

ガラテヤ 2:20 私
わたし

はキリストとともに十字架
じゅうじか

につけられました。もは

や私
わたし

が生
い

きているのではなく、キリストが 私
わたし

のうちに生
い

きておられるの

です。いま 私
わたし

が肉
にく

にあって生
い

きているのは、私
わたし

を愛
あい

し私
わたし

のためにご自
じ

身
しん

をお捨
す

てになった神
かみ

の御子
み こ

を信
しん

じる信仰
しんこう

によっているのです。 

たのしく あそぼう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！ただ福音
ふくいん

をにぎって、変
か

わらない信仰
しんこう

のレムナントにならせてくだ

さい。毎日
まいにち

、新
あたら

しく変
か

わって、祈
いの

りの力
ちから

で挑戦
ちょうせん

する伝道者
でんどうしゃ

にならせてください。

イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

おいのり 

しよう 

ゴール！ 

スタート！ 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただしい みち、 ただしい じこくひょう、  

ただしい しめい 

読書
どくしょ

 旅行
りょこう

 

火曜日 

世
よ

の中
なか

は日
ひ

に日
ひ

に豊
ゆた

かに、さらに便利
べ ん り

に、さらに快適
かいてき

な生活
せいかつ

へと発展
はってん

してい

きつつあります。これと反対
はんたい

に、霊的
れいてき

な病気
びょうき

になって困難
こんなん

を経験
けいけん

する人々
ひとびと

が、

さらに多
おお

く生
う

まれています。レムナントは、反対
はんたい

に行
い

く世
よ

の中
なか

にだまされない

で、ただみことばを通
とお

して正
ただ

しい道
みち

を見
み

つけなければなりません。みことばは、

すべての道
みち

の道
みち

しるべです。神様
かみさま

は、礼拝
れいはい

を通
とお

してみことばで道
みち

を見
み

せてくだ

さいます。そのときに見
み

える道
みち

を、今
いま

、行
い

くべきなのか、行
い

ってはいけないの

かが分
わ

かるように、正
ただ

しい時刻表
じこくひょう

を見
み

なければなりません。受
う

けたみことばを握
にぎ

って、神様
かみさま

が導
みちび

かれることを信
しん

じながら祈
いの

れば、時刻表
じこくひょう

を知
し

るようになります。

その後
あと

に、神様
かみさま

が正
ただ

しい使命
し め い

をくださいます。何
なに

を祈
いの

るべきであり、何
なん

のため

に生
い

きていかなければならないのかを悟
さと

るようになります。 

落胆
らくたん

せずに、感謝
かんしゃ

をよくするレムナントになりましょう。目
め

に見
み

える状 況
じょうきょう

だ

け見
み

つめながら、イライラするのではなく、感謝
かんしゃ

をよくしましょう。今
いま

でも目
め

に

見
み

えないように聖霊
せいれい

で正確
せいかく

に導
みちび

いてくださっています。 
2013.12.22（インマヌエル教会聖日１部） 

 

使徒
し と

27:24 こう言いました。『恐
おそ

れてはいけません。パウロ。あな

たは必
かなら

ずカイザルの前
まえ

に立
た

ちます。そして、神
かみ

はあなたと同船
どうせん

して

いる人々
ひとびと

をみな、あなたにお与
あた

えになったのです。』 

おいのり 

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！福音
ふくいん

で正
ただ

しい道
みち

を見
み

つけさせてください。正
ただ

しい時刻表
じこくひょう

を見
み

ることが

できますように。正
ただ

しい使命
し め い

を持
も

ったレムナントにならせてください。イエス・キ

リストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

ちしきを つもう 

年
とし

をとるほど同
おな

じように、したいこと、買
か

いたいこと、したいことがとても多
おお

くなる

でしょう。しかし、目
め

の前
まえ

に見
み

える利益
り え き

を

がまんして、少
すこ

しだけ耐
た

えることができる

なら･･･もっと大
おお

きな満足
まんぞく

と保障
ほしょう

を得
え

るこ

とができます。レムナントのみなさんは、

世界
せ か い

福音化
ふくいんか

のために、待
ま

って忍耐
にんたい

する方法
ほうほう

を学
まな

ぶべきです。世界
せ か い

福音化
ふくいんか

とは、契約
けいやく

を成
な

し遂
と

げるために、規律
き り つ

がある生活
せいかつ

をかなら

ず必要
ひつよう

です。さぁ、幸
しあわ

せなレムナントの生
せい

活
かつ

で、もういちど挑戦
ちょうせん

してみませんか。 （邦訳
ほうやく

は以下
い か

のとおりです） 

成功
せいこう

する人
ひと

のシンプルな法則
ほうそく

 

 

ホアキム・デ ・ポサダ 著
ちょ

 

エレム シンガー 著
ちょ

 

幾島 幸子 訳 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくいんを もっている  

てんか むてきの ひと 
水曜日 

天下
て ん か

無敵
む て き

とは、世
よ

の中
なか

に競
きそ

える相手
あ い て

がないほど力
ちから

が強
つよ

い人
ひと

のことです。「モ

ーセ」ひとりを、パロ王
おう

、紅海
こうかい

、荒野
あ ら の

の道
みち

が防
ふせ

ぐことができませんでした。「弱
よわ

い初代
しょだい

教会
きょうかい

」に、ユダヤ人
じん

と強大
きょうだい

国
こく

ローマが勝
か

てませんでした。宗 教
しゅうきょう

改革
かいかく

を起
お

こした「ルター」ひとりを、巨大
きょだい

な中世
ちゅうせい

教会
きょうかい

が防
ふせ

げませんでした。その

奥義
お く ぎ

は何
なに

でしょうか。モーセ、ルター、初代
しょだい

教会
きょうかい

の信徒
し ん と

たち。その人々
ひとびと

は、福
ふく

音
いん

がなくなれば、のろいと災
わざわ

い、数多
かずおお

くの霊的
れいてき

問題
もんだい

がくるという事実
じ じ つ

を知
し

っ

ていました。唯一
ゆいいつ

の解答
かいとう

は、キリストだけであることを知
し

って「ただキリスト」

をかたく握
にぎ

りました。この福音
ふくいん

を地
ち

の果
は

てまで伝
つた

えるのが、神様
かみさま

のみこころで

あることを分
わ

かりました。 

弱
よわ

い自分
じ ぶ ん

の姿
すがた

を見て、がっかりしないようにしましょう。神
かみ

の国
くに

を成
な

し遂
と

げ

る者
もの

、福音
ふくいん

を回復
かいふく

する者
もの

、伝道
でんどう

の隊列
たいれつ

に立
た

つ者
もの

は、だれも止
と

めることができな

い福音
ふくいん

を持
も

った天下
て ん か

無敵
む て き

の人
ひと

なのです。 
2013.12.22（インマヌエル教会聖日2部） 

 

使徒
し と

28:30-31 こうしてパウロは満
まん

二年
に ね ん

の間
あいだ

、自費
じ ひ

で借
か

りた家
いえ

に住
す

み、たずねて来
く

る人
ひと

たちをみな迎
むか

えて、大胆
だいたん

に、少
すこ

しも妨
さまた

げ

られることなく、神
かみ

の国
くに

を宣
の

べ伝
つた

え、主
しゅ

イエス・キリストのこと

を教
おし

えた。 

たのしく あそぼう 

おいのり

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！幸
さいわ

いな福音
ふくいん

を、地
ち

の果
は

てまで伝
つた

えて、神
かみ

の国
くに

を成
な

し遂
と

げる福音
ふくいん

を持
も

っ

た、天下
て ん か

無敵
む て き

のレムナントにならせてください。イエス・キリストのお名前
な ま え

によっ

てお祈
いの

りします。アーメン 

いろを ぬろう 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエスさまが こられたら 
木曜日 

イエス様
さま

は、全世界
ぜんせかい

で最
もっと

も大
おお

きい影響
えいきょう

を与
あた

えて、本
ほん

を一冊
いっさつ

も残
のこ

さないで、

短
みじか

い期
き

間
かん

を生
い

きて行
い

かれたのですが、その方
かた

についての本
ほん

は、最
もっと

も多
おお

く記
き

録
ろく

されています。この世
よ

のすべての王
おう

と将軍
しょうぐん

をみな合
あ

わせたより、さらに多
おお

く

の影響
えいきょう

をおよぼしました。イエス様
さま

に会
あ

った人
ひと

ごとに新
あたら

しく変化
へ ん か

して、イ

エス様
さま

を受
う

け入
い

れた国
くに

ごとに変
か

わりました。いったい、イエス様
さま

がだれなの

で、このようなことが起
お

きるのでしょうか。 

イエス様
さま

が来
こ

られた理由
り ゆ う

は、神様
かみさま

を離
はな

れた人間
にんげん

を救
すく

うためです。神様
かみさま

に会
あ

う

道
みち

になり、罪
つみ

と死
し

の原理
げ ん り

から解放
かいほう

させて、サタンの頭
あたま

を踏
ふ

み砕
くだ

かれました。

それで、イエス様
さま

に会
あ

えば、すべての暗
くら

やみの勢力
せいりょく

が崩
くず

れます。イエス様
さま

を

主人
しゅじん

としてお迎
むか

えすれば、まことの平安
へいあん

を持
も

つようになります。ペテロを通
とお

し

てイエス様
さま

に会
あ

った足
あし

のなえた人
ひと

が、立
た

ち上
あ

がって喜
よろこ

んで走
はし

りながら神様
かみさま

を

賛美
さ ん び

したように、その喜
よろこ

びを回復
かいふく

する今日
き ょ う

にしましょう。 
2013.12.25（クリスマス礼拝） 

 

 

ルカ 2:1-14 きょうダビデの町
まち

で、あなたがたのために、救
すく

い主
ぬし

がお生
う

ま

れになりました。この方
かた

こそ主
しゅ

キリストです。 

おいのり 

しよう 

すべての暗
くら

やみを勢力
せいりょく

を打
う

ちこわされたイエス様
さま

を愛
あい

します。まことの平安
へいあん

をく

ださるイエス様
さま

を愛
あい

します。イエス様
さま

に出会
で あ

って喜
よろこ

んで歌
うた

った足
あし

のなえた人
ひと

のよ

うに、きょう、一日中
いちにちじゅう

、イエス様
さま

のゆえに喜
よろこ

びでいっぱいになりますように。エ

ス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

下
した

は、本文
ほんぶん

の聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

です。みことばをさが

して、あいているところにことばを入
い

れて、

イエス・キリストが来
こ

られた理由を再確認
さいかくにん

し

ましょう。 

みことばを  

てきようしよう 

・ヨセフもガリラヤの町
まち

ナザレ から、ユダヤの ベツレヘム と

いうダビデの町
まち

へ上
のぼ

って行
い

った。･･･（4節
せつ

） 

・男子
だ ん し

の初子
う い ご

を産
う

んだ。それで、布
ぬの

にくるんで、 飼葉おけに 寝
ね

か

せた。･･･(7節
せつ

) 

・すると、   の使いが彼
かれ

らのところに来
き

て、主
しゅ

の栄光
えいこう

が回
まわ

りを照
て

らしたので、彼
かれ

らはひどく恐
おそ

れた。御使
み つ か

いは彼
かれ

らに言
い

った。「恐
おそ

れ

ることはありません。今
いま

、私
わたし

はこの民
たみ

全体
ぜんたい

のためのすばらしい 

喜びを知
し

らせに来
き

たのです。(9-10節
せつ

) 

・すると、たちまち、その御使
み つ か

いといっしょに、多
おお

くの天
てん

の軍勢
ぐんぜい

が現
あら

われて、神
かみ

を賛美
さ ん び

して言
い

った。「いと高
たか

き所
ところ

に、 栄光が、神
かみ

に

あるように。地
ち

の上
うえ

に、平和
へ い わ

が、御心
みこころ

にかなう人々
ひとびと

にあるように。」

(13-14節
せつ

) 

イエス・キリストは、

この地
ち

に、なぜ来
こ

ら

れましたか 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしだけの でんどう 

 

金曜日 

くつが小
ちい

さいと足
あし

が痛
いた

くて、大
おお

きいと歩
ある

くのが大変
たいへん

です。私
わたし

にぴったり合
あ

う

くつをはけば、なにもなく歩
ある

くことができます。このように、神様
かみさま

が私
わたし

に与
あた

え

られた「私
わたし

だけの伝道
でんどう

」があります。それを見
み

つけたら、伝道
でんどう

がとてもやさし

くて幸
しあわ

せになります。 

「ルカ」は、手紙
て が み

（ルカの福音書
ふくいんしょ

、使徒
し と

の働
はたら

き）を書
か

いて、伝道
でんどう

しました。

さわいで伝道
でんどう

したのでなく、手紙
て が み

という「私
わたし

だけの方法
ほうほう

」で福音
ふくいん

を賢
かしこ

く伝
つた

え

たのです。私
わたし

だけの伝道
でんどう

は、私
わたし

のタラント、現場
げ ん ば

、状 況
じょうきょう

をよく見
み

るとみつ

かります。最高
さいこう

に幸
しあわ

せに伝道
でんどう

できる私
わたし

だけの伝道
でんどう

を見
み

つけたとしたら、それ

を実践
じっせん

して、受
う

けた答
こた

えを教会
きょうかい

でフォーラムしてみましょう。 

福音
ふくいん

をことばでよく説明
せつめい

するレムナント、伝道
でんどう

トラクトを渡
わた

すのが上手
じょうず

なレ

ムナント、友
とも

だちを教会
きょうかい

の先生
せんせい

と会
あ

うようにつなげることが上手
じょうず

なレムナン

ト、すばらしい才能
さいのう

を持
も

って友
とも

だちに福音
ふくいん

を伝
つた

えるレムナント、などなど、神
かみ

様
さま

がくださった「私
わたし

だけの伝道
でんどう

」を通
とお

して、伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を送
おく

りましょう。 
2013.12.26（伝道弟子メッセージ） 

 

使徒
し と

2:42 そして、彼
かれ

らは使徒
し と

たちの教
おし

えを堅
かた

く守
まも

り、交
まじ

わりを

し、パンを裂
さ

き、祈
いの

りをしていた。 

みことばを 

てきようしよう 

おいのり 

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！私
わたし

だけの伝道
でんどう

を見
み

つけて、最高
さいこう

に幸
しあわ

せな伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を送
おく

れますよう

に。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

わたし

でんどうほうほう

を 

見
み

つけて、書
か

いて 

絵
え

をえがこう   

私
わたし

ははずかしがり屋
や

だけど 

ともだちを助
たす

けて、配慮
はいりょ

して 

あげて、教会
きょうかい

の先生
せんせい

に 

会
あ

わせてあげるの。 

   

ぼくは、おりがみが得意
と く い

だよ。 

友
とも

だちにおりがみを教
おし

えてあげて 

福音
ふくいん

を伝
つた

えるんだ。 

   



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのりは わたしを いかす  

ちからです みなさん、礼拝
れいはい

は神様
かみさま

にささげるげることです。ひょっとして、まわりの環境
かんきょう

のために大変
たいへん

な

ことがあったり、心
こころ

が苦
くる

しくても、神様
かみさま

に礼拝
れいはい

をささげることを、いいかげんにしてはいけま

せん。なぜなら、悪魔
あ く ま

はほえたける獅子
し し

のように歩
ある

きまわりながら、神
かみ

の子
こ

どもが祝福
しゅくふく

を受
う

け

られないように邪魔
じ ゃ ま

しているからです。礼拝
れいはい

は、神
かみ

の子
こ

どもが、神様
かみさま

に祝福
しゅくふく

を受
う

けて味
あじ

わう時
じ

間
かん

です。いやな気分
き ぶ ん

で礼拝
れいはい

をささげたくないとき、新
あたら

しい恵
めぐ

みを受
う

けさせてくださいと祈
いの

りなが

ら礼拝
れいはい

時間
じ か ん

を回復
かいふく

してみましょう。良
よ

くできないときもあるのが当然
とうぜん

です。「私
わたし

はなぜだめな

のだろうか」という考
かんが

えで倒
たお

れずに、イエス・キリストのお名
な

前
まえ

で祈
いの

りながら礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に勝利
しょうり

す

ることができるように、力
ちから

を求
もと

めて祈
いの

りましょう。イエス・キリストのお名前
な ま え

で祈
いの

るとき、聖
せい

霊
れい

でともにいてくださるイエス様
さま

が、私
わたし

たちに勝
か

てる力
ちから

をくださるでしょう。 

 

マキは、伝道師
で ん ど う し

先生
せんせい

のことばを聞
き

きながら、明日
あ す

の聖
せい

日
じつ

にみことばを聞
き

くとき、礼拝
れいはい

に勝利
しょうり

する

ようにさせてくださいと祈
いの

りました。そして<子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

>を黙想
もくそう

しながら、神
かみ

の子
こ

ども

の身分
み ぶ ん

と権威
け ん い

を味
あじ

わう時間
じ か ん

を持
も

ちました。 

土曜日 

マキは、礼拝
れいはい

時間
じ か ん

が終
お

わってフォーラムをわかちあう時間
じ か ん

がすきでした。フォーラムを

わかちあうと、まちがった考
かんが

えが整理
せ い り

されて、神様
かみさま

のみこころを発見
はっけん

するのに役
やく

に立
た

ちま

した。今日
き ょ う

も、マキは、一週間
いっしゅうかん

悩
なや

んだ問題
もんだい

を話
はな

しました。 

 

「伝道師
で ん ど う し

先生
せんせい

! 私
わたし

は友
とも

だちと遊
あそ

ぶ時間
じ か ん

が楽
たの

しくて、ときどき、礼拝
れいはい

をささげる時間
じ か ん

はおも

しろくないときがあります。そして、一回
いっかい

くらいは「礼拝
れいはい

をやすもうか」と、誘惑
ゆうわく

される思
おも

いになります。このような心
こころ

になったとき、どのようにすればよいのですか」 

 

伝道師
で ん ど う し

先生
せんせい

は、マキと友
とも

だちの前
まえ

で言
い

いました。 

おはなしもくそう 


